
自治会事務所：13時～17時（金・日・祝日休）

冬
支
度

★
秋
も
深
ま
り
、
澄
ん
だ
空

気
が
心
地
よ
い
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
今
年
も
残
す
と
こ

ろ
あ
と
２
ヶ
月
足
ら
ず
。
団

地
の
あ
ち
こ
ち
で
、
色
と
り

ど
り
の
紅
葉
が
楽
し
め
る
時

期
と
な
り
ま
し
た
。
カ
サ
カ

サ
と
落
ち
葉
を
踏
む
音
が
耳

に
心
地
よ
く
、
ふ
と
足
を
止

め
て
見
上
げ
る
と
、
青
空
に

映
え
る
紅
葉
の
美
し
さ
に
思

わ
ず
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

★
団
地
に
お
住
ま
い
の
皆
さ

ん
も
、
暖
か
い
服
装
に
切
り

替
え
た
り
、
こ
た
つ
を
出
し

た
り
と
、
秋
冬
の
準
備
が
進

ん
で
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

近
く
の
ス
ー
パ
ー
で
は
、
旬

の
秋
野
菜
が
豊
富
に
揃
っ
て

い
ま
す
。
カ
ボ
チ
ャ
や
サ
ツ

マ
イ
モ
、
キ
ノ
コ
類
は
、
煮

物
や
ス
ー
プ
に
す
る
と
身
体

が
ぽ
か
ぽ
か
温
ま
り
ま
す
。

ま
さ
に
ほ
っ
こ
り
と
し
た
ひ

と
と
き
で
す
。

★
ま
た
、
こ
の
時
期
は
、
住

ま
い
の
点
検
や
掃
除
に
も
最

適
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。
冷

た
い
秋
風
が
入
ら
な
い
よ
う

に
カ
ー
テ
ン
を
洗
っ
た
り
、

エ
ア
コ
ン
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を

掃
除
し
た
り
、
ち
ょ
っ
と
し

た
住
ま
い
の
工
夫
が
、
寒
い

冬
を
快
適
に
過
ご
す
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

★
寒
さ
が
増
し
て
い
く
こ
れ

か
ら
の
季
節
、
団
地
の
温
か

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
、
心
も

体
も
ホ
ッ
と
す
る
時
間
を
過

ご
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。
健
康
に
気
を
つ
け

て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。（
友
）
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今
年
の
防
災
訓
練
は
起
震
車
体
験
！

や
ま
び
こ

Column

This year's disaster prevention training involves experiencing an earthquake simulator!

　
11
月
10
日
（
日
）
大
島
６

丁
目
団
地
総
合
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
１
月
１
日
能
登
半

島
で
震
度
７
の
大
地
震
が
発

生
。
首
都
直
下
地
震
は
じ
め
、

い
つ
来
る
か
わ
か
ら
な
い
災

害
に
そ
な
え
て
、
今
回
は
災

害
時
要
支
援
者
安
否
確
認
訓

練
、
震
災
対
応
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。
10
数
年
ぶ
り
に

起
震
車
体
験
訓
練
と
江
東
病

院
の
協
力
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　
訓
練
を
充
実
す
る
た
め
号

棟
毎
の
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
を

作
り
、
そ
れ
ぞ
れ
別
メ
ニ
ュ

　入居開始から54年になる、大島６丁目団地。ことしの４月
から、入居した月ごとに、家賃の値上げ通知が届いています。
11月までの８ヵ月で値上げ通知は２６７件。入居して34年の
人にも来ており、１年間で４００件を超えるペースです。
　50年以上も家賃を払い続けており、元は十分にとれていま
す。昔から住んでいる人への家賃値上げは納得いきません。
【なお、月額収入が25万９０００円以下の場合は、値上げは
据え置きになりますので、管理事務所へ申し出てください】

「11月19日までにお願いします」と、取り組んだのが、「安心し
て住み続けられる公団住宅を求める要望書」署名です。署名
をもって、12月11日の全国集会と、UR本社と国土交通省へ要
請行動に参加します。

　10月18日、「安心して住み続けるための話し合い」を行いま
した。東京23区自治協の角和子会長が、公団住宅からUR住
宅へのあゆみと住まいの考え方について話をされました。そ
のあと、参加者で意見交換をして、URと国への要望を確認し
ました。★機構法24条5項に基づき、家賃の引き下げ、年金で
住み続けられる家賃制度を。★団地の修繕・住環境改善の促
進、管理の充実を。★子育て・高齢者居住の安定のために、公
的な保障政策を。――等 を々要望します。

ー
に
て
７
か
所
の
訓
練
箇
所

を
号
棟
選
出
の
リ
ー
ダ
ー
の

も
と
約
３
時
間
を
か
け
て
訓

練
を
し
ま
し
た
。

　
訓
練
内
容
は
要
支
援
者
安

否
確
認
訓
練
、
中
央
広
場
で

は
起
震
車
体
験
訓
練
（
震
度

６
〜
７
）、
初
期
消
火
訓
練
、

江
東
病
院
の
災
害
時
対
応
と

ト
リ
ア
ー
ジ
の
説
明
訓
練
、

ベ
ラ
ン
ダ
境
界
壁
破
壊
訓
練
、

煙
体
験
訓
練
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
心
肺

蘇
生
訓
練
の
体
験
で
す
。

　
サ
イ
レ
ン
を
合
図
に

　
午
前
９
時
に
消
防
車
か
ら

の
サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
訓
練

を
開
始
し
ま
し
た
。

　
１
号
棟
、
４
号
棟
、
の
び

の
び
作
業
所
は
起
震
車
体
験

訓
練
か
ら
開
始
。
そ
の
後
参

加
者
名
簿
作
成
と
参
加
リ
ボ

ン
の
配
布
を
行
い
、
要
支
援

者
安
否
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　
２
号
棟
〜
７
号
棟
は
各
号

棟
４
階
に
集
合
し
て
、
参
加

者
名
簿
作
成
と
参
加
者
リ
ボ

ン
を
配
布
し
た
後
、
安
否
確

認
を
行
い
ま
し
た
。
安
否
確

認
訓
練
が
終
了
し
た
号
棟
は

中
央
広
場
に
移
動
し
て
、
タ

イ
ム
テ
ー
ブ
ル
に
従
い
訓
練

箇
所
を
回
り
、
最
後
に
、
消

防
団
第
四
分
団
の
放
水
訓
練

を
見
学
し
ま
し
た
。

　
11
時
よ
り
全
号
棟
中
央
広

場
に
整
列
し
て
、
消
防
署
大

島
出
張
所
長
の
講
評
。
各
号

棟
の
訓
練
報
告
、
Ｕ
Ｒ
所
長
、

防
災
対
策
委
員
長
、
災
害
協

力
隊
隊
長
の
挨
拶
が
あ
り
、

最
後
に
参
加
記
念
品
の
配
布

訓
練
で
終
了
し
ま
し
た
。

防
災
訓
練
参
加
者
は

　
１
号
棟
７
人
、
２
号
棟
26

人
（
内
外
国
人
４
人
）
３
号

棟
33
人
（
同
４
人
）
４
号
棟

19
人
（
同
３
人
）
５
号
棟
35

人
（
同
17
人
）
６
号
棟
南
45

家賃値上げ通知、
年間400件のペース

人
（
同
25
人
）
６
号
棟
北
36

人
（
同
５
人
）
７
号
棟
19
人

（
同
３
人
）、
の
び
の
び
作
業

所
９
人
、
消
防
署
10
人
、
消

防
団
10
人
、
Ｕ
Ｒ
５
人
、
Ｊ

Ｓ
４
人
、
起
震
車
３
人
、
江

東
病
院
２
人
。

そ
の
後
の
反
省
会
で
は

　
消
防
署
や
Ｕ
Ｒ
課
長
か
ら

は
、
他
の
団
地
や
町
会
と
比

べ
て
も
６
丁
目
団
地
は
参
加

人
数
も
多
く
、
毎
回
水
害
対

策
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
今

回
は
災
害
時
要
支
援
者
安
否

確
認
訓
練
を
行
っ
て
い
る
点

も
、
素
晴
ら
し
い
と
高
く
評

価
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
は

数
人
だ
っ
た
外
国
人
も
、
今

年
は
60
人
以
上
の
参
加
が
あ

り
、
防
災
の
大
切
さ
を
少
し

で
も
感
じ
て
も
ら
え
た
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
全
居
住
世

帯
数
に
比
べ
約
10
％
に
過
ぎ

ず
、
自
分
自
身
の
事
と
し
て
、

防
災
へ
の
関
心
を
高
め
る
必

要
と
同
時
に
、
高
齢
者
と
外

国
人
の
居
住
者
が
増
え
て
来

て
、
防
災
に
対
す
る
課
題
が

一
層
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

Rent increase notices at 
a rate of 400 per year

住みつづけられる団地へ 要望書への署名とカンパを

安心して住み続けるための話し合い



Autumn festival heldAutumn festival heldAutumn festival held
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６
号
棟
の
１
階
に
あ
る

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン

カ
フ
ェ
０
６（
ゼ
ロ
ロ
ク
）」が

オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
４
周
年

を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
　
日
頃
の
感
謝
を
込
め
て
、

10
月
５
日
土
曜
日
、
11
：
00

〜
15
：
30
に
、
ア
ニ
バ
ー
サ

リ
ー
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

雨
に
も
関
わ
ら
ず
多
く
の
人

が
訪
れ
、
盛
況
に
終
え
る
事

が
出
来
ま
し
た
。

　
カ
フ
ェ
前
の
広
場
で
は
、

ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
や
多
く
の
マ

ル
シ
ェ
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
４

グ
ル
ー
プ
の
方
々
が
演
奏
し

ま
し
た

【
発
表
グ
ル
ー
プ
】

　

和
太
鼓
演
奏（
若
竹
太

鼓
）・沖
縄
の
唄
と
三
線
演
奏

（
あ
や
ぐ
会
）・懐
か
し
の
昭
和

歌
謡（
カ
ー
ネ
ル
渡
辺
氏
）・オ

カ
リ
ナ
演
奏（
雲
雀
の
会
）

　
オ
カ
リ
ナ
演
奏
で
は
、
海

外
の
方
か
ら
、演
奏
者
へ「
オ

カ
リ
ナ
っ
て
何
？
」
と
い
う

質
問
も
あ
り
、
演
奏
の
方
々

と
聴
衆
の
方
々
と
の
親
睦
も

深
ま
り
、
秋
の
訪
れ
を
感
じ

る
穏
や
か
な
ひ
と
と
き
と
な

り
ま
し
た
。

　
３
号
棟
集
会
室
で
は
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ッ
チ
ャ
、

ピ
ン
ポ
ン
シ
ュ
ー
ト
な
ど
の

屋
内
で
も
楽
し
め
る
ス
ポ
ー

ツ
や
ア
ー
ト
塗
り
絵
な
ど
雨

天
で
も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
ワ

イ
ワ
イ
と
楽
し
い
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

Cafe 06 Celebrated 4th anniversary eventCafe 06 Celebrated 4th anniversary event
カフェ06 4周年記念カフェ06 4周年記念イベント開催イベント開催

ゼロ 　 ロ クゼ ロ 　 ロ ク

同日、カフェ06で「多文化共生！」
民族衣装を試着できる
イベントも開催され好評でした

　

盛
り
の
秋
、
好
天
に
恵
ま

れ
秋
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、

10
月
13
日（
日
）に
中
央
広
場

で
午
前
10
時
50
分
、
若
竹
太

鼓
の
触
れ
太
鼓
で
始
ま
り
、

午
前
11
時
か
ら
午
後
２
時
ま

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

催
し
物
は
、
若
竹
太
鼓
の

演
技
数
点
で
、
勇
ま
し
い
太

鼓
の
響
き
と
そ
の
演
技
の
素

晴
ら
し
さ
に
、
観
客
は
い
つ

ま
で
も
酔
い
し
れ
、
大
満
足

で
拍
手
喝
采
。
次
は
チ
ア

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
「
リ
ト
ル

サ
ン
ズ
」
の
演
技
が
あ
り
ま

し
た
。
幼
稚
園
児
か
ら
中
学

生
の
女
子
グ
ル
ー
プ
が
、
５

曲
を
元
気
い
っ
ぱ
い
で
、
そ

の
演
技
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
迫
力
あ
る
演
技
に

観
客
は
万
雷
の
拍
手
。
感
激

し
て
バ
ン
ザ
イ
を
し
て
い
る

大
人
の
男
性
の
姿
が
印
象
的

で
し
た
。

　

出
店
は
中
央
広
場
で
午
前

11
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
８

店
舗
が
開
か
れ
、
自
治
会
で

は
名
物
の
「
ふ
か
し
芋
」
を

販
売
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｓ
は
防

災
用
品
の
販
売
を
行
い
ま
し

た
。
広
場
の
外
側
で
は
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
10
店
舗

出
店
し
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

３
号
棟
の
集
会
所
で
は
「
お

も
ち
ゃ
の
病
院
」
が
開
催
さ

れ
、
お
客
さ
ま
に
好
評
で
し

た
。
午
後
２
時
ま
で
に
は
す

べ
て
が
終
了
し
ま
し
た
。（
常
）

秋のフェスティバル開催秋のフェスティバル開催秋のフェスティバル開催



　
防
災
ア
ン
ケ
ー
ト
を
２
０

２
４
年
９
月
10
日
締
め
切
り

で
実
施
し
、
２
７
２
通
（
内

25
通
が
外
国
籍
）
の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

　
集
計
結
果
は
左
の
グ
ラ
フ

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
質
問
２
の
被
災
時
の
不
安

は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
停
止
、

ト
イ
レ
問
題
と
火
災
に
多
く

の
方
が
不
安
を
感
じ
て
い
ま

し
た
。

　
質
問
３
の
家
庭
の
備
蓄
品

に
つ
い
て
は
、
回
答
者
の
半

分
近
く
の
方
が
準
備
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
量
的
に
は
ま
だ

足
り
ま
せ
ん
。

　
質
問
４
の
必
要
な
防
災
対

策
で
は
、
回
答
者
の
意
識
の

高
さ
が
伺
わ
れ
ま
す
。

　
質
問
５
の
自
治
会
の
防
災

対
策
に
期
待
す
る
こ
と
で
、

防
災
備
蓄
品
の
用
意
が
多
い

の
は
、
居
住
者
の
被
災
生
活

2024年（令和6年）12月8日（日） （3）

指
示
な
ど
の
放
送
が
あ
り
ま

す
。
自
治
会
は
、
江
東
区
や

Ｕ
Ｒ
と
の
連
絡
窓
口
に
な
り
、

各
号
棟
・
各
フ
ロ
ア
ご
と
に
、

居
住
者
へ
情
報
・
連
絡
を
し

ま
す
。
安
否
確
認
と
救
助
を

行
い
ま
す
。
役
員
と
協
力
者

で
そ
の
体
制
づ
く
り
を
す
す

め
、
訓
練
を
し
ま
す
。

◆
Ｕ
Ｒ
は
住
民
に
要
求
す
る

事
項
を
各
戸
に
配
っ
て
い
ま

す
。
同
様
に
Ｕ
Ｒ
が
災
害
時
、

住
民
に
す
べ
き
だ
と
認
識
し

て
い
る
対
応
を
発
表
し
て
各

戸
に
配
布
し
て
く
だ
さ
い
。

自
治
会　
Ｕ
Ｒ
に
は
大
家
と

し
て
責
任
有
る
防
災
対
策
を

求
め
て
行
き
ま
す
。

◆
江
東
区
の
水
害
を
心
配
し

て
い
ま
す
。
水
、
食
料
品
は

３
日
間
の
備
え
で
し
た
が
、

１
週
間
は
長
い
と
思
い
ま
す
。

低
層
階
の
た
め
水
害
を
心
配

し
て
い
ま
す
。
上
層
階
に

引
っ
越
し
可
能
で
す
か
？

自
治
会　
荒
川
が
氾
濫
す
る

大
水
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、

水
が
引
く
ま
で
３
週
間
以
上

は
各
号
棟
の
中
に
閉
じ
こ
め

ら
れ
ま
す
。
事
前
の
広
域
避

難
も
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

低
層
階
か
ら
上
層
階
へ
の
引

越
は
、
Ｕ
Ｒ
と
の
話
し
合
い

の
議
題
と
し
て
い
き
ま
す
。

◆
災
害
時
、
共
用
部
に
避
難

し
て
き
た
ら
、
部
屋
の
中
に

入
れ
て
！　
そ
う
い
う
暴
力

か
ら
ど
う
守
っ
た
ら
い
い
か
。

と
て
も
気
に
成
り
ま
す
。

自
治
会　
知
ら
な
い
人
を
部

へ
の
不
安
の
現
れ
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
質
問
６
の
Ｕ
Ｒ
に
対
す
る

期
待
で
も
、
孤
立
す
る
被
災

生
活
で
Ｕ
Ｒ
の
支
援
を
強
く

求
め
て
い
る
の
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
質
問
７
で
「
防
災
は
ど
な

た
か
対
応
で
き
る
方
に
お
願

い
し
た
い
」
の
回
答
が
多
い

の
は
、
防
災
活
動
に
無
関
心

な
の
で
は
な
く
、
障
害
を

持
っ
て
い
た
り
、
高
齢
で

あ
っ
た
り
、
持
病
を
持
っ
て

い
た
り
す
る
こ
と
で
、
被
災

生
活
へ
の
不
安
を
抱
え
て
い

る
こ
と
の
表
れ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
外
国
籍
の
方
々
と
言

葉
の
通
じ
な
い
中
で
の
被
災

生
活
へ
の
不
安
も
原
因
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
以
下
に
、
回
答
の
中
で
書

か
れ
て
い
た
ご
意
見
の
一
部

を
掲
載
し
ま
す
。

◆
団
地
の
近
く
に
避
難
場
所

が
有
る
の
で
す
か
？　
そ
れ

は
何
処
で
す
か
？

自
治
会　
６
丁
目
団
地
の
指

定
避
難
所
は
第
二
大
島
中
学

校
で
す
。
収
容
人
数
に
限
り

が
あ
る
の
で
、
自
宅
で
の
避

難
が
出
来
る
よ
う
準
備
す
る

こ
と
を
考
え
て
下
さ
い
。

◆
自
治
会
が
出
来
る
事
と
、

出
来
な
い
事
を
全
住
民
に

知
っ
て
も
ら
う
べ
き
で
す
。

現
使
用
の
マ
イ
ク
で
聞
こ
え

る
人
だ
け
聞
け
ば
良
い
と
す

る
姿
勢
で
は
全
住
民
に
伝

わ
っ
て
い
な
い
。
自
治
会
、

Ｕ
Ｒ
共
に
現
住
民
に
直
接
に

出
来
る
事
、
出
来
な
い
こ
と

を
発
表
す
べ
き
で
す
。

自
治
会　
江
東
区
か
ら
避
難

防
災
ア
ン
ケ
ー
ト
に
２
７
２
通
の
回
答

Opinions received in the disaster prevention survey
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屋
の
中
に
入
れ
な
い
。
こ
れ

が
基
本
で
す
。

◆
在
宅
避
難
か
避
難
所
避
難

な
の
か
わ
か
ら
な
い
。
全
住

民
に
避
難
訓
練
を
定
期
的
に

行
つ
て
ほ
し
い
。
自
分
の
家

が
災
害
で
使
え
な
い
場
合
、

空
き
部
屋
を
使
え
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
。

自
治
会　
被
災
時
は
ま
ず
在

宅
避
難
、
そ
れ
が
出
来
な
い

場
合
は
避
難
所
へ
と
な
り
ま

す
。
災
害
時
、
空
き
部
屋
が

使
え
る
か
は
、
Ｕ
Ｒ
と
の
話

合
い
の
議
題
に
し
ま
す
。

◆
災
害
発
生
時
、
自
治
会
役

員
の
役
割
の
明
確
化
。
警
察
、

区
役
所
Ｕ
Ｒ
か
ら
の
災
害
対

応
の
指
示
を
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
応
と

し
て
調
整
し
て
ほ
し
い
。
周

辺
地
域
を
含
め
Ｕ
Ｒ
や
区
役

所
で
準
備
検
討
し
て
ほ
し
い
。

自
治
会　
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継

続
計
画
）
は
、
ま
だ
不
十
分

で
こ
れ
か
ら
の
課
題
。
早
急

に
実
現
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。

◆
都
市
機
構
の
地
震
対
策
の

本
部
に
聞
い
た
。
２
号
棟
は

震
度
６
程
度
が
時
間
を
置
き

続
け
て
発
生
し
た
場
合
、
倒

壊
す
る
と
の
回
答
で
し
た
。

自
治
会　
Ｕ
Ｒ
の
報
告
で
は
、

６
丁
目
団
地
の
建
物
は
耐
震

診
断
を
し
、
耐
震
改
修
工
事

を
行
い
耐
震
基
準
を
ク
リ
ア

し
て
い
る
の
で
、
震
度
６
程

度
の
地
震
で
倒
壊
す
る
心
配

は
な
い
、
と
の
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
震
度
６
の
地
震
で

も
繰
り
返
し
襲
わ
れ
れ
ば
想

定
外
の
被
害
が
起
こ
る
可
能

性
は
あ
り
ま
す
。
被
害
へ
の

心
構
え
は
必
要
と
感
じ
ま
す
。

◆
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
ほ
し

い
、
ど
こ
で
入
手
出
来
る
か
。

自
治
会　
区
役
所
、
防
災
セ

ン
タ
ー
、
各
出
張
所
・
図
書

館
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
江
東
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
東
京
防

災
な
ど
で
も
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◆
防
災
活
動
に
外
国
人
へ
の

説
明
が
必
要
。
又
活
動
に
出

席
し
て
ほ
し
い
。

自
治
会　
言
葉
の
分
か
ら
な

い
国
に
来
て
暮
ら
し
て
い
る

の
で
す
か
ら
、
病
気
、
事
故
、

災
害
が
起
き
た
時
に
ど
う
し

た
ら
良
い
か
、
外
国
人
の
皆

さ
ん
こ
そ
、
毎
日
不
安
な

日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
不

安
を
解
消
す
る
た
め
に
、
信

頼
関
係
を
つ
く
る
努
力
を
続

け
て
行
き
ま
す
。
居
住
者
の

皆
さ
ん
も
顔
を
合
わ
せ
た
時

に
挨
拶
を
す
る
な
ど
、
積
極

的
な
信
頼
関
係
作
り
を
！

◆
自
治
会
員
と
非
自
治
会
員

の
防
災
の
扱
い
は
ど
う
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。

自
治
会　
自
治
会
は
自
治
会

会
員
を
第
一
に
考
え
ま
す
。

し
か
し
、
命
に
関
わ
る
場
合

は
そ
の
壁
を
と
り
除
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

◆
下
水
道
が
使
え
な
く
な
っ

た
ら
、
逆
流
を
起
こ
す
の
で

は
と
危
惧
し
て
い
る
。
こ
の

団
地
は
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル

地
域
で
す
。
出
水
の
時
Ｕ
Ｒ

や
自
治
会
の
備
蓄
品
が
守
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
。
出
水
時
、

周
辺
の
住
民
を
ど
の
よ
う
に

収
容
す
る
の
で
す
か
、
ト
イ

レ
、
食
品
、
寝
る
場
所
。

自
治
会　
自
治
会
の
備
蓄
品

は
屋
上
階
に
保
存
し
て
あ
る

の
で
、
水
害
の
被
害
は
受
け

ま
せ
ん
。
た
だ
し
自
治
会
は

各
世
帯
用
の
備
蓄
品
は
用
意

し
て
い
ま
せ
ん
。
自
宅
の
物

は
自
分
で
準
備
す
る
、
こ
れ

が
基
本
で
す
。
被
災
時
、
団

地
の
共
用
部
分
や
中
庭
に
避

難
し
て
き
た
近
隣
の
住
民
は
、

自
治
会
だ
け
で
は
対
応
で
き

ま
せ
ん
。
町
会
、
Ｕ
Ｒ
、
江

東
区
と
の
具
体
的
な
対
策
協

議
の
実
現
を
呼
び
か
け
ま
す
。

◆
水
害
時
、
上
階
の
方
々
は

防
災
ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見

避
難
者
を
受
け
入
れ
て
下
さ

る
の
で
し
ょ
う
か
。
廊
下
の

生
活
を
想
像
し
て
く
だ
さ
い
。

自
治
会　
２
階
、
３
階
の
居

住
者
は
、
４
階
以
上
の
共
用

部
分
、
階
段
、
踊
り
場
で
避

難
生
活
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
様
な
環
境
で
長

期
の
避
難
生
活
は
、
健
康
面

や
命
に
も
影
響
を
与
え
ま
す
。

居
住
者
が
ど
の
よ
う
に
助
け

合
い
避
難
生
活
を
生
き
抜
く

か
は
、
居
住
者
全
員
が
自
分

の
こ
と
と
し
て
乗
り
越
え
て

行
く
課
題
で
す
。

◆
車
い
す
生
活
者
で
、
災
害

発
生
時
、
助
け
て
も
ら
え
る

か
と
て
も
心
配
で
す
。
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
が
止
ま
る
と
、
冷

暖
房
が
使
え
な
く
な
る
の
が

心
配
で
す
。
障
害
者
対
策
を

お
願
い
し
ま
す
。

自
治
会　
障
害
者
へ
の
支
援
、

高
齢
者
へ
の
支
援
、
持
病
を

お
持
ち
の
方
へ
の
支
援
、
ひ

と
つ
ひ
と
つ
、
一
人
一
人
、

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
で
す
。
近
所
で
も
皆
さ

ん
と
話
し
あ
い
も
必
要
で
す
。

◆
被
災
直
前
の
支
援
物
資
補

助
、
集
合
場
所
は
。

自
治
会　
防
災
用
ト
イ
レ
の

共
同
購
入
等
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
災
害
発
生
時
は
自
治

会
事
務
所
と
各
号
棟
４
階
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
に
災
害

対
策
本
部
を
作
る
予
定
で
す
。

◆
助
け
合
い
に
居
住
者
の
名

簿
が
必
要
。
表
札
の
表
示
の

徹
底
を
。

自
治
会　
自
治
会
で
は
全
戸

へ
の
表
札
の
掲
示
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。
特
殊
詐
欺
や

強
盗
団
が
横
行
す
る
現
在
、

個
人
情
報
保
護
法
で
、
表
札

も
簡
単
に
は
出
せ
な
い
時
代
、

会
員
名
簿
を
作
り
配
布
す
る

の
は
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
各
棟
ご
と
に
非
常
の
発
電

機
が
有
り
ま
す
か
。
水
の
補

給
状
況
は
。
自
治
会
で
用
意

し
て
い
る
内
容
、
数
量
、
保

管
場
所
、
管
理
の
責
任
者
。

団
地
の
外
か
ら
の
避
難
者
は

何
処
に
集
合
し
て
ど
う
る
。

自
治
会　
非
常
電
源
は
有
り

ま
す
が
、
居
住
者
の
家
庭
用

電
源
を
確
保
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
居
住
者
用
の

水
や
生
活
備
蓄
品
は
自
治
会

で
は
用
意
し
て
い
ま
せ
ん
。

自
宅
で
使
う
物
は
、
各
自
備

蓄
し
て
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
居
住
者
同
士
の
防
災
訓
練

を
行
う
こ
と
。
非
常
時
団
地

全
部
に
連
絡
が
出
来
る
設
備
。

Ｕ
Ｒ
が
東
京
都
、
区
な
ど
に

支
援
を
要
求
し
て
も
ら
う
。

防
災
活
動
は
出
来
る
だ
け
参

加
し
て
も
ら
う
よ
う
に
す
る
。

自
治
会　
ま
っ
た
く
そ
の
通

り
。
実
現
で
き
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
。
同
時
に
皆
さ
ん
も

声
を
掛
け
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
表
札
の
表
示
。
号
棟
ご
と

の
備
蓄
品
が
必
要
で
す
。
サ

ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
が
必
要
で

す
。
災
害
時
に
Ｕ
Ｒ
か
自
治

会
で
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
メ
ー
ル
で

緊
急
速
報
を
出
来
る
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
て
ほ
し
い
。

自
治
会　
号
棟
毎
に
集
ま
り
、

号
棟
と
し
て
ど
ん
な
機
材
が

必
要
か
、
実
現
可
能
な
細
か

い
ル
ー
ル
を
話
し
あ
い
決
め

ま
し
ょ
う
。
自
治
会
や
防
災

協
力
者
な
ど
の
緊
急
時
の
連

絡
網
を
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
メ
ー
ル

で
つ
く
る
の
は
、
課
題
で
す
。

◆
避
難
で
団
地
に
来
た
人
に

は
ど
の
様
に
す
る
の
か
、
心

配
で
す
。
外
国
人
が
多
い
の

で
協
力
で
き
る
の
か
不
安
。

高
齢
者
が
多
い
の
で
避
難
の

協
力
体
制
を
強
化
し
て
ほ
し

い
。
避
難
後
の
支
援
体
制
を

整
備
し
て
ほ
し
い

自
治
会　
団
地
外
か
ら
建
物

内
の
共
用
部
分
や
中
庭
へ
の

避
難
者
の
対
応
は
、
町
会
、

Ｕ
Ｒ
、
江
東
区
と
協
議
し
て

決
め
る
こ
と
が
急
務
で
す
。

質問2 災害時に不安に感じていること

500 100 150 200 250

1. 団地の倒壊・損傷
2. 火災の発生

3. 家具等の下敷き、失命・負傷
4. 家族との連絡や安否確認

5. 帰宅困難
6. 水道・電気・ガスの停止
7. エレベーターの停止
8. トイレが使えない

9. 飲料・食料品等の不足
10. 避難場所や経路がわからない
11. 水害による団地建物の孤立

142
162

83
80
61

217
116

202
117

42
43

質問３　
ご家庭の防災の備えで、
準備していること

1. 家族等との話し合い
2. 家具等の転倒防止対策

3. 水
4. 食料

5. 非常用簡易トイレ
6. 卓上コンロ・ガスボンベ

7. 携帯電話の予備電池、非常用発電機
8. ラジオ（電池）

9. 停電時の照明 LEDランプ・懐中電灯等
10. 必需品（薬予備・めがね・生理用品等）

11. 非常用持ち出し袋
12. ハザードマップ

0 50 100 150 200

81
76

147
101
127
135

97
176
180

112
106

63

質問4 団地の防災対策でなにが必要だと思いますか
1. 各家庭で防災対策や準備の促進
2. 団地防災対策の見直しや改善

3. 地域避難所や支援物資・行政との連携
4. 居住者への説明会や災害対策を話し合う場

5.被災時に自治会やURと居住者と助け合う活動
6. 被災した団地の復旧対策の備え

0 50 100 150 200

151
97
142

80
140

93

質問5 団地の防災対策で、自治会に期待すること
1. 日頃の防災啓発や情報の提供

2. 居住者同士の話し合いや被災時対応の説明
3. 定期的な防災訓練（安否確認など）

4. 被災時に対応できるマニュアルづくり
5. 防災備蓄品の用意

6. 居住者名簿や要支援者名簿などの作成
0 50 100 150 200

100
82
72
114

166
95

質問6 団地の防災対策で、URに期待すること
1. 被災直後、団地での対応

2. 手助けが来ない間の、団地で生活できる支援
0 50 100 150 200

169
196

質問7 防災活動に関する参加意向 について
1. 防災はどなたか対応できる方にお願いしたい

2. 防災を進める活動は、居住者の輪番制で担当する
3. 被災した時、団地の防災対策に協力しても良い
4. 平時から防災組織のメンバーへ参加しても良い

0 30 60 90 120 150

125
22

77
26

質問1 お住まいの号棟は？

0 10 20 30 40 50 60

1号棟
2号棟
3号棟
4号棟
5号棟
6号棟南
6号棟北
7号棟

22
34
31

13
48
51

40
33
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　今年も住宅内のリフォーム事業に取り組みます。今回も修繕相談会が実施さ
れることになりました。住宅内での修繕の相談をしてください。ポスター･チラシ
でお知らせします。
※期間中にお申込の方に限り、キャンペーンメニューの出張費は無料になります。

JSとのタイアップ
キャンペーンのお知らせ
JSとのタイアップ

キャンペーンのお知らせ

JSタイアップリフォーム価格表（一例です、詳しくはチラシをご覧ください）
 　　 リフォームメニュー 当社通常価格 特別価格　 模様替
  （工事費・消費税込）   （工事費・消費税込） 申請
　 ①洗浄便座 38,830円 35,310円 必要1 ⑤狭小型便器用洗浄便座※ 58,410円 52,800円 必要
 LED照明器具（～8畳 20,350円 14,800円2　 調光・調色　10台限定）
★その他いろいろありますのでご相談ください。
★クロス・洋室化工事等は別途家具移動費がかかります。（家具移動費
　は下見の際にご提示します。）
★洗浄便座は、お部屋のタイプにより設置出来ない場合があります。

※都市機構への模様替え申請等が必要な場合があります。（申請の手続きは
　日本総合住生活（株）がお手伝いします）

ハウスクリーニングについては配布するチラシの申込書に記入して自治会事
務所まで申し込んでください。
◆申込期間　12月14日（土）～12月26日（月）まで
◆申込場所　自治会事務所（自治会ポスト入れ可）
　13時～17時（金・日・祝日休）電話：03-3636-6470

◆申込期間　12月14日（土）～12月26日（月）まで
◆申込場所　JS東京東支店　電話：03-5653-2131　
　　　　　　月曜～土曜（日曜・祝日を除く）、午前9時～午後5時

　　☆JSすまいの相談会
　　　日時　12月14日（土）　10：00～12：00
　　　場所　3号棟集会所
　　・お住まいのトラブルの修繕方法
　　　介護保険給付を利用した修繕（手すり設置、段差解消など）
　　・JSリリーフで取り扱っている防災用品の展示説明と申し込み受付
　　 を行います。　①非常用簡易トイレ　②転倒防止用具ガムロック
　★包丁研ぎ（無料・お一人様2本まで）3号棟集会所前

　　サービスメニュー 市場価格
①レンジフード（台所の換気扇） 15,400円 11,000円
②エアコンクリーニング 13,600円 11,700円
③キッチンクリーニング 18,200円 15,700円
④浴室クリーニング（天井込み） 19,100円 16,400円
※上記④の浴室天井の塗装の状態により、天井清掃ができない場合
　は斡旋価格からマイナス1,000円となります。

◆セットメニュー
⑥エアコン＋室外機セット 19,700円 17,000円
⑦浴槽＋浴槽エプロンセット 25,900円 21,100円

ハウスクリーニング　メニュー別価格表
斡旋価格
（消費税込み）

◆今回はリフォームとハウスクリーニングの2種類になります。

日時：12月8日（日）午前10時より12時まで
場所：3号棟集会所前

もちつき大会は中止。
おもちを配ります！

※会員証を持ってきてください。
◆12月14日まで自治会事務所で配ります。

日時：12月21日（土）
　　　午後2時より
場所：3号棟集会所

クリスマス会クリスマス会

★幼児・小学生のみなさん
　あそびにきてください。

　9月
  5日　区民まつり打ち合わせ会
  7日　第6回幹事会　　　　　　　　　　　

区民まつりカラオケ大会打合せ会
  8日　青空市定例会
  9日　薬剤散布　　　　　　　　　　　　　

防犯・防災部会
13日　第6回棟代表者会議
14日　区民まつりカラオケ大会
15日　区民まつりパレード
17日～18日　防災アンケート集計
21日～30日　秋の交通安全運動
29日　防災講習会（外国の方に向けて）　　

青空市開催（総合防災訓練でお休みのため）

30日　広報部会
  　10月
  5日　カフェ06　4周年イベント開催　　　

第7回幹事会
11日　防災対策委員会幹事会
12日　第7回棟代表者会議　　　　　　　　

東京23区自治協第1回団地代表者会議
13日　秋のフェスティバル
18日　安心して住み続けるための話し合い
21日　薬剤散布
28日　防災中央会議
　11月
  2日　第8回幹事会
  5日　江東区役所へ防災用品取りに行く

Jichikai
Activity
Diary

Jichikai
Activity
Diary

  8日　URとの共益費についての話し合い
  9日　第8回棟代表者会議　　　　　　　　　　

防災訓練準備
10日　総合防災訓練
17日　一斉清掃デー　　　　　　　　　　　　

イルミネーション飾りつけ
18日　広報部会
25日　広報部会
29日　URとの共益費についての話し合い

First aid and lifesaving training for 
foreign nationals

外国籍の方への救急・救命訓練

　
９
月
29
日
（
日
）
、
午
前

10
時
か
ら
、
３
号
棟
集
会
所

で
、
６
丁
目
団
地
自
治
会
と

城
東
消
防
署
が
共
催
で
、
外

国
籍
の
方
を
対
象
と
す
る
、

救
急
・
救
命
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。
外
国
籍
の
方
32
人
、

日
本
人
16
人
、
消
防
署
８
人

の
参
加
で
し
た
。

　
最
初
に
、
救
急
車
へ
の
連

絡
訓
練
。
１
１
９
番
に
電
話

す
る
と
、
中
央
区
大
手
町
の

救
急
セ
ン
タ
ー
に
繋
が
る
た

め
に
、「
江
東
区
大
島
６
丁

目
の
Ｕ
Ｒ
団
地
」
を
伝
え
る

こ
と
、「
症
状
・
様
子
」
を

伝
え
る
こ
と
。
丁
寧
な
説
明

が
あ
り
、
そ
の
後
、
英
語
で

の
応
答
を
行
い
、
実
践
的
な

訓
練
を
し
ま
し
た
。

　
つ
い
で
、
救
命
訓
練
。
倒

れ
て
い
る
人
の
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
の
仕
方
と
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
い
方
を
教
わ
り
ま
し
た
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
け
い
れ
ん
を
起
こ

し
て
い
る
心
臓
に
シ
ョ
ッ
ク

を
与
え
て
心
臓
を
正
常
化
す

る
。そ
し
て
、心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
で
心
臓
を
動
か
す
、
と
い

う
説
明
で
し
た
。
そ
の
あ
と
、

三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
用
を
実
際
に
や
っ

て
み
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
訓
練
機
会
は
大

事
で
、
城
東
消
防
署
で
も
外

国
籍
の
方
へ
の
訓
練
を
宣
伝

す
る
そ
う
で
す
。

　
10
月
18
日（
金
）、
午
後
８

時
か
ら
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｅ
テ
レ
で

放
送
さ
れ
た
「
あ
し
た
も
晴

れ
！　

人
生
レ
シ
ピ
」「
カ

フ
ェ
で
つ
な
ぐ
人
と
人
」
と

題
す
る
番
組
で
、
カ
フ
ェ
０

６
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

番
組
で
は
、「
名
古
屋
の

昭
和
の
雰
囲
気
を
残
し
た
レ

ト
ロ
喫
茶
」に
続
い
て
、「
カ

フ
ェ
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
団

地
の
集
会
所
」
と
し
て
カ

フ
ェ
０
６
が
登
場
。
昔
の
集

会
所
で
の
映
画
上
映
な
ど
の

記
録
フ
ィ
ル
ム
の
あ
と
、
自

治
会
副
会
長
の
高
橋
久
美
子

さ
ん
を
中
心
に
集
会
所
を
カ

フ
ェ
に
す
る
話
し
合
い
や
、

カ
フ
ェ
の
運
営
メ
ン
バ
ー
、

カ
フ
ェ
に
来
る
老
若
男
女
の

お
客
さ
ん
な
ど
が
出
て
き
ま

す
。
子
づ
れ
の
若
い
お
母
さ

ん
な
ど
も
取
材
に
応
じ
て
、

「
今
は
み
ん
な
の
居
場
所
」と

い
う
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
ぴ
っ

た
り
で
す
。

　
11
月
17
日
午
前
10
時
よ
り
、
タ
イ
ガ
ー
ス
と
住

民
参
加
の
中
、
６
丁
目
団
地
の
清
掃
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
皆
さ
ん
の
参
加
で
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

カ
フ
ェ
０
６
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
登
場

C
afe 0

6
 ap
p
ears on
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一斉清掃デー行う


